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木（北5。1！）と月と．合

火（北1。32ノ）と刀と合

水星が停留
土（南6。6つと，月と合

判（南5。36ノ）と月と合

金星が最大光輝
水星が内合
水星が昇交口占
金（北2。58！）と月と合
海（ヰヒ5050！）と月と合

金（南2035ノ）と月と合
フk（斗ヒ6039！）と月と合

水星が停留
水星が近日黙
天王星が封衝
木（；｝ヒ4028ノ）と月と合
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此のフシダラな闘犬め，

ふとした機會から月が攣星であることを知った．

さうさう此の松原に借りて來よう。

諜が落して行った艶書．

ねえ，皆さん月は電球ですよ．

共夜あまり喉が乾いたので既にトマトと聞違ふところだ

った．

情事の手鏡，彼女はやっと泣き止んだ．

私は五十銭玉の月を拾った，今でもあのそばの味を忘れ

ぬ．

それで4，やっと蹄って來た彼女，眞赤に11艮を泣きはらせ

て．

或夜国歩とは云ひながら到々私は月に蹟いた．

その街燈の下でそっとヴエガが唇をなほす．

彼女はオソバンらしい．

都魯の夜がその丸窓からは入って來る．

ゆふべの徹夜にもうすっかり疲れて．


